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ゴム用語とその解説（「ゴム用語辞典」、日本ゴム協会編（1997）に準拠）
項目
加硫
加硫促進剤
加硫促進助剤
老化防止剤
フイラー
配合設計
密閉式混練機
解説
硫黄を用いて、ゴム分子鎖を化学結合で架橋させる反応。硫
黄と加硫促進剤を用いる加硫と、チウラムポリスルフィドな
ど硫黄供与体を用いる加硫（無硫黄加硫または硫黄供与系加
硫）がある。硫黄と加硫促進剤を用いる加硫では、硫黄を多め
に用いる加硫方法（通常硫黄加硫）と、硫黄を少なくして加硫
促進剤を多く用いる有効硫黄加硫があり、製品に要求される
性能で使い分けている。
加硫剤と作用して加硫速度を増大させ、加硫時間の短縮や加
硫温度の低下、加硫剤の低減、加硫物の物性の向上を目的と
して添加される薬剤。ジエン系ゴムでは、チアゾー一ル系、
スルフェンアミド系、チウラム系、グアニジン系のものを単
独または併用して用いる
加硫促進剤を活性化し加硫反応をさらに促進させる薬剤。現
在、酸化亜鉛とステアリン酸がこの目的で添加され、これら
以外のものは用いられていない。
ゴムの光、熱による酸化劣化やオゾンによる劣化を遅延させ
る目的で添加される薬剤。アミン系、アミンーケトン系、フ
ェノール系、イミダゾール系のものがあり、単独又は併用使
用される。
ゴムやプラスチックの補強、増量などの目的で用いられる配
合剤。
加工性が良好で、用途に応じた加硫ゴムの性質が得られるよ
うに、ゴムの種類や、フィラー、加硫剤、加硫促進剤などの
合剤の種類、添加量を適正に決定すること「。
混練チャンバー内に2本のローターと材料をチャンバー内に
押し込む装置（フローティングウェイト）を備えた混合装置。
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カップリング
一方はポリマーと、もう一方はフィラーと化学結合す羽
剤 に分子設計された化合物．ポリマーとフィラー間に強固な結
合を形成させ、複合材料の物性を向上させる目的で用いる。
シランカップリング剤、チタネートカップリング剤、アルミ
ネートカップリング剤が市販されている。
伸張モジュラ ゴムの機械的性質をあらわす値のひとつで、一定伸張時の応
ス 力。例えば、100％伸張時の値は100％モジュラス（M100）という
o
スコーチ 早期加硫またはゴム焼けと呼ばれ、練り生地の貯蔵中や加工
工程で加硫反応が起こり、加工が不可能になる現象
未加硫ゴム又 加硫工程に入る前の原料ゴムに各種配合剤を混練したもの。
は練り生地
純ゴム配合 pure　gum　comoou皿d．フィラーを使用しない配合。
ゆhr 診arts　per　hundred　rubberゴム100に対する各配合剤の質
量比
ムー二一粘度 円盤状ローターを円筒形のダイスの中にいれた練り生地中で
計 回転させ、ローターにかかるトルクを粘度として計測する装
置。加硫にともなうゴムの粘度上昇から、練り生地の加硫特
性を調べることもできる。
振動式加硫試 厚さ数mmのキャビティーの円盤状金型に練り生地を入れて
験機 加圧し、下型を振動させて練り生地に微少な定振幅の変形を
あたえ、加硫にともなう練り生地の粘度を上型にかかるトル
クとして検出し、トルク変化の時間依存性から加硫特性を調
べる装置。ムー二一粘度計では初期の加硫状態しか評価でき
ないが、振動式加硫試験機では加硫応の全体を調べることが
できる。
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加硫曲線 振動式加硫試験機で得られる時間一トルク曲線。加硫曲線で
極大に達した時のトルクに対し10％上昇した時間を10％加硫
時間（t、（10））、gO％上昇した時問をgO％加硫時間（tc（90））、極大
値に達した時問を100％加硫時間（tc（100））と定義する。
プロセスオイ
ル
練り生地の粘度を調整し、加工性を改善する軟化剤として、
石油の高沸点溜分から製造されるオイル。
SMR
SMRCV
Stan“art　Malaysian　Rubber．　マレーシアの国家規格に準拠
した方　　法で生産され、品質規格に合格したゴム。CVはSM
Rのグレードのひとつで粘度の規格に合格したゴム。
分出し 混練用ロール機や圧延ロール機を用いて、練り生地を所定の
厚さ、幅、長さのシートにする操作。
スコーチ時間 スコーチ時間は加硫の開始までの目安の時間である。ムー二
一粘度計では、最低粘度から5ポイント上昇した時間、振動式
加硫試験機ではt，（10）がスコーチ時間とされる。
ラテックス ゴム樹から採取される樹液で、NR分子を内包するエマルジョ
ン。合成ゴムのエマルジョンもラテックスと呼ばれる。
DRC Dry　rubber　content．ラテックスに含有されるゴム分の量。ラ
テックスを乾燥、固化して測定される。
GPC Gel　permeation　chromatography．固定相に孔径の制御され
た多孔質微粉体を用いて、溶媒をキャリヤーに用いて、孔の
大きさと高分子のサイズで溶出時間が異なることを利用して
、分子量とその分布を測定する装置。
膨潤試験 架橋したゴムを溶媒に浸積して体積変化を調べる試験。平衡
膨潤度から網目差濃度を求めることができる。
沈降性炭酸カ
ルシウム
Preci診itated　caldum　carbonate．　合成炭酸カルシウムのこ
と。日本では、石灰石を焼いて調製した生石灰を水に入れた
石灰乳に、2酸化炭素を吹き込んで合成される。反応条件によ
り、粒子径が数10nmオーダーのものが合成できる。軽質炭酸
カルシウム、あるいは軽微性炭酸カルシウムともいう。
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重質炭酸カル
シウム
ブラペンダー
プラスチコー
ダー
抗張積
カルボニルイ
ンデックス
ギヤー一式老化
試験機
HAF
ハードクレー・
共架橋
Ground　calciumm　carbonate．天然産石灰石を粉砕、分級し
たもの。
ブラベンダー社（ドイツ）が開発、販売している高分子材料用
加工性評価試験機。回転ローターに混練ミキサーや押出機な
どを取り付けることができる。
Tensileμoduct．引張強さと破断伸びの積。破断に要するエ
ネルギーを表す。
CとHから構成されるポリマーの酸化劣化の程度を評価する
指標のひとつ。1710cm4付近のカルボニル基に帰属されるピ
ークの吸光度（D）と1470cm’1付近のCH変角振動に帰属される
ピークの吸光度の比、D1710cm’1／D1470cm’1）
試料回転機能と空気交換機能を備えたゴム・プラスチック用
熱老化試験機
HighabrasionfurnacecarbonMack，カーボンブラックの
代表的グレード。補強効果が良好でタイヤ、工業部品によく
用いられる。
カオリンクレーの中で、ゴム補強性が比較的良好なものを呼
ぶ。カオリンクレーが風化して流出し、堆積した2次粘土、ア
メリカジョージア州アイケン産のものが有名。
異種のゴムのブレンドで、両者の架橋密度に差が少なく、界
面でも架橋が生じた状態。
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ゴム用語略号集
略号
ゴム
NR
SBR
NBR
EPDM
LNR
IR
名称
天然ゴム
スチレンブタジエンゴム
ニトリルゴム
エチレンープロピレン・ジエン3元共重合体
液状天然ゴム
ポリイソプレンゴム（合成天然ゴム）
加硫促進剤
【グアニジン系】
DPG　　　1，3一ジフェニルグアニジン
【チアゾール系】
MBT　　2一メルカプトベンゾチアゾール
MBTS　　ジベンゾチアジルジスルフィド
【スルフェンアミド系】
CBS　　　N一シクロヘキシル．2一ベンゾチアゾリルスルフェンアミド
【チウラム系】
TMTM　　テトラメチルチウラムモノスルフィド
TMTD　　テトラメチルチウラムジスルフィド
老化防止剤
【アミン系】
IPPD　，N一イソプロピルーN1一フェニルーP一フェニレンジアミン
【アミンーケトン系】
TMDQ　　2，2，4一トリメチル・1，2一ジヒドロキノリン重合体
【フェノール系】
SPH　　　スチレン化フェノール
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BPH　　　2，6一ジーtert一ブチル．p一クレゾール
MBMBP　　2，2，一メチレンビス（牛メチルー6－tert一ブチルフェノール）
【イミダゾール系】
MBI　　2、メルカプトベンゾイミダゾール
【シランカップリング剤】
γ一MPS　γ一メルカプトプロピルトリメトキシシラン
TESPT　　ビス（3・トリエトキシシリルプロピル）テトラスルフィド
【改質剤】
MAH　　無水マレイン酸
【光反応開始剤】
BP　　　ベンゾフェノン
物性など
Vf　　　体積分率
tc（10）、tc（90）、t、（100）　それぞれ10％・90％・100％加硫時問
TB　　　引張強さ
EB　　　破断伸び
Mx　　　X％伸張時のモジュラス
TR　　　引裂き強さ，
CS　　　圧縮永久歪
E’　　　　貯蔵弾性率
E”　　　損失弾性率
Tanδ　　損失正接
ソe　　　有効網目差濃度
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加硫促進剤の化学構造
　　　　　　　　　NH
　　　diphenylgu㎝id血e（DPG）　　2・2’一dibe皿・thi町1disu1五de（MBTS）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
　　　　　ぐ〔ン…　ぐ〔＞一ナ樋町藷
　　2－mercaptobenzothiazole　（MBT）　　N－cyclohexyl－2－benzothiazolesulfごnamide
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CBS）
　　　　　　S　　　　　　S　　　　　　　　　　　　S　　　S
　CH3＼　ll　　l／CH3CH3＼　l　l／CH3
　　　　N－C－S－S－C－N　　　　　　　　N－C－Sr　C一一N　　　／　　　　　　　　　　＼　　　　　　／　　　　　　　　＼
　CH3　　　　　　CH3　CH3　　　　　CH3
　tetrametylthi皿amdisulfide（TMTD）　　tetrametylthiurammonosulfide（TMTM）
老化防止剤の化学構造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
N－isopropy1－N，一pheny1－P－phenylenediamine　　　Polymerof2，2，4－trimethyl－1，2－dihidroquinoline
　　　　　　　　　　　　　（IPPD）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TMDQ）
　　　　　　　OH　　　　　OH
一
（
CH3）3C　　　　C（CH3）3
　　　　　　ζ⊃Ci　く造田
　　　　　　　　CH3　　　　CH3
2，2㌧methylenebis（4－methyl－6－te距butylpheno1　　　　2－mercaptobenzimidazole（MBI）
　　　　　　　　　　　　　　　（MBMBP）
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シランカップリング剤の化学構造
　　C2H50＼　　　　　／OC2H5
　　C2H50－Si一（CH2）3－S4一（CH2）3－Si－OC2H5
　　C2H5・／　　　　＼。C2H5
　　　　Bis（3－triethoxysilylpropyl　terasulfide（TESPT）
　　　　　　　　　　　　　　　　　／OCH3
　　　　　　　　HS一（CH2）3－Si－OCH3
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OCH3
　　　　　γ一mercaptpropyltrimethoxysilane（γ一MPS）
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